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１．特別損失の内容

２．業績に与える影響

以　上

　　平成24年３月期連結決算において、収益構造の強化及び財務体質の健全化を図るべく、固定資産の減損及

びたな卸資産の評価減等を実施し、事業構造改善費用として特別損失に計上することといたしました。

　　また、従業員を対象とした転進支援制度に係る特別退職金等を事業構造改善費用として特別損失に計上す

ることといたしました。

　　上記により、平成24年３月期の連結財務諸表において、特別損失として事業構造改善費用2,634百万円を計

上いたします。

　　なお、事業構造改善費用の内容は、収益構造の強化及び財務体質の健全化を目的として実施した八木アン

テナ（株）（埼玉県さいたま市）及び八木電子（株）（秋田県にかほ市）の生産設備の減損損失207百万円、たな卸

資産評価損等595百万円及び当社グループの従業員を対象とした転進支援制度に係る特別退職金等1,832百

万円です。

　　上記の特別損失は、本日公表の「平成24年３月期決算短信」に反映されております。

特別損失の計上に関するお知らせ

　当社は、平成24年３月期において、特別損失を計上することといたしましたので、下記の通りお知らせいたしま

す。

記

会社名         株式会社日立国際電気 

代表者名       執行役社長 篠本  学 

(コード番号      6756 東証･大証第一部) 

問合せ先        広報･法務本部長 堀内  啓 

                TEL 03-6734-9401 

当社の親会社    株式会社日立製作所 

代表者名        代表執行役  

                執行役社長 中西  宏明 

（コード番号    6501)     


